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はじめに 格子振動などの分子間振動を調べられるTHz分光が近年注目を集めている。本研究では，

高誘電率ゲート絶縁膜やシンチレーターとして有望な斜

方晶系ペロブスカイト型YAlO3（YAP）単結晶における吸

収スペクトルを，時間領域分光測定した。 

実験方法 厚さ0.1mmの上記単結晶の[100]軸をTHz光の進

行方向に合わせ，[001]軸とTHz光電界方向とのなす角を， 

0より180まで5ずつ変えながら吸収を室温にて測定した。 

結果・考察 YAPと，比較のため測定したYAGの吸収スペ

クトルを図1に示す。YAPでは，40~50において2.0~4.0THz

付近に小さな吸収が出現し，45付近で3.75THzに鋭い吸収

が現れる。仮に45にのみ現れるとすれば，このとき，[010

7]軸がTHz光の電界と平行である。一方，YAGでは全ての

角度で3.65THzに鋭い吸収が現れる。 

多くの無機結晶において，格子振動に起因する吸収が

THz領域に現れる。10Kという低温ではあるが，YAGの

3.65THz吸収は，TO・LOフォノンに起因すると報告されて

いる(1)。Alを含む希土類酸化物において，図2に示すように，

格子振動周波数は，希土類元素同士の原子間距離(2-7)とと

もに線形に増加する。また，YAPと同様の結晶構造を有す

るYMnO3については，3.75THzでY，Mn付近のフォノン状

態密度（PDOS）が全PDOSのそれぞれ約80，20%を占める

と，計算されている(8)。YAPでも同様にY付近のPDOSが高

いとすれば，図1(a)の3.75THzピークはY原子間の振動に起

因する可能性が考えられる。一方，斜方晶系ペロブスカイ

ト型酸化物中の希土類原子には，希土類原子間の赤外活性

な振動モードとして，[010]軸に垂直なB1uとB3u，および

[010]軸に平行なB2uモードが存在する
(9-11)。3.75THz吸収は

上記3つのモードのいずれか関連する可能性が考えられる。

なお，偏光特性の解明は，今後の課題としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(a) YAP 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
(b) YAG 

Fig. 1 Angle-resolved absorption spectra of YAP 

(a) and YAG (b) at THz frequencies. 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
Fig. 2 Change in peak frequency as a function of 

interatomic distance between rare-earth elements 

in rare-earth aluminates. Note that structural 
parameters of YAP and YAG are taken from refs. 2 

and 3. 
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